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はじめに
　食と健康は密接に関連しており1-3），日々の食事に
よって摂取する栄養素が個人の健康状態に影響を及ぼし
ていることは周知である．一方，食と健康の関係は国際
化，経済，社会的価値そして文化によって影響を受ける
ものである4）．例えば，流通手段が発達したことでそれ
までは食べることがなかった食品を食べるようになった
り，宣伝や広告の影響を受けたことである種の食品を食
べる機会が増えたりするといったことである．また，日
本においては戦後，時代と共に食事内容が変化し，タン
パク質の給源が穀物由来の植物性タンパク質から動物性
タンパク質に変化し，併せて脂質の摂取が増えたことに
より，特に成人期の男性の肥満者が増加し生活習慣病の
要因となっている5,6）．
　今回，私たちは，地理的条件や交通，流通，経済状況，
そして社会的価値といった地域の特性が住民の食事に違
いをもたらし，その結果として健康状態に影響を及ぼす
要因となっているのではないかと考えた．例えば，塩分
摂取量の平均値は都道府県で異なっており，宮城県や福

島県では塩分摂取が多く（食塩摂取量11.9g／日），沖縄
県（9.1g／日）や高知県（9.8g／日）では少ない7）．塩
分摂取量は高血圧のリスクファクターのひとつであり8），
都道府県ごとの脳血管障害による死亡率9），平均寿命／
健康寿命に影響していると考えられている6）．2016年に
おいて男性の健康寿命が最も長い山梨県（73.2歳）と最
も短い秋田県（71.2歳）の差は2.0年である10）．もちろん，
このような健康格差には食生活だけでなく，所得や教育
などの社会経済的要因，社会環境や社会支援ネットワー
クなども影響を与えている11）．加えて，日本国内におい
ては，少子高齢化等による人口構造の都道府県ごとの違
いも健康格差が生じる原因として影響しているのではな
いかと考えられる．
　地域の食文化の継承は「食育基本法」において推進さ
れている12）．その活動は，多様な暮らしに対応した食育
を推進し，地域における食の伝統やその地域独自の食文
化を継承し食生活を豊かなものにしていく取り組みを全
国的に推進するものである．活動の担い手である食生活
改善推進員は，地域の食育推進活動を牽引するボラン
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要　旨　　
目的：本調査の目的は，長崎県内における地域特性と住民の食生活に関する情報を整理し，地域特性に応じ
た保健計画やまちづくり計画の立案および地域保健活動の展開に寄与する資料とすることである．
方法：長崎県南島原市，松浦市，波佐見町においてそれぞれの地域の食生活をよく知るキーインフォーマン
トに半構造化グループインタビューを行った．対象地域の特徴およびインタビュー内容をコミュニティ・ア
ズ・パートナーモデルに基づいてまとめ地域アセスメントを行い地域特性と食生活の現状から地域保健計
画・まちづくり計画までの関連をしめすモデル図を作成した．
結果：調査対象の 3 地域の年齢階級別人口構成，地理的条件，産業構造に異なる特徴がみられた．それぞれ
の地域の食生活，日常的に摂取する食品や食品の入手行動は地域特性を反映していた．家庭菜園で栽培され
た野菜は，自家消費用の他，近隣の住民間で授受が行われ，良い人間関係を保つことに役立っていた．いず
れの地域においても買物のための交通手段には自家用車を利用していた．買物のための交通支援が必要であ
るとの声がきかれた．
結論：長崎県内の 3 地域の住民の食生活には，居住地域の地理的条件，人口構成，産業構造等の地域特性が
関連していることが示唆された．地域特性に関連した食生活および食を通した地域活動を活用した地域保健
計画やまちづくり計画を策定することが必要である．
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ティアとして育成されている13）．地域の食生活に関する
知識を持ち，地域の食文化や人々の暮らし方についても
精通している存在である．同様に農協婦人部（現JA女
性部）も農業協同組合の協力組織として，農村の生活文
化事業である食生活の改善を目的として活動をする組織
である14）．本研究では，長崎県における住民の健康／食
生活と地域特性のかかわりを明らかにするための基礎的
調査として，県内の 3 地域でキーインフォーマントイン
タビューを実施した．本研究で用いる「食生活」とは，
住民の食材や食品の入手（買い物行動や野菜栽培などを
含める）から日々の生活で摂取する栄養としての食事お
よび食にまつわる活動を含めた用語として定義する．
　調査の目的は，地域の特性と住民の食生活に関する情
報を整理し，地域特性に応じた保健計画やまちづくり計
画の策定および地域保健活動の展開に寄与する資料とす
ることである．

方法
 1 ．調査地域
　長崎県が実施する国民健康保険加入者を対象とした
「県民の健康に関する調査」の調査地域として，長崎県
の南部，北部，中央部からそれぞれ 1 地域を選定した．
選定には，長崎県国保・健康増進課を通じて県内を県南，
県北，県央に区分しての全21市町に対して調査協力の依
頼を行い，調査協力に同意を示した 3 市町（南島原市，
松浦市，波佐見町）を調査地域とした．

 2 ．調査方法
　調査地域の保健師等にキーインフォーマントインタビュー
に対応可能な対象の紹介を依頼した．インタビュー対象
者の選定の条件として，地域の食生活に関連した地域活
動を実践しており，対象者自身もその地域で生活をして
いるキーパーソンである人とした．担当者から食生活改
善推進員及びJA女性部で活動している住民の紹介をう
けインタビューへの協力依頼を行った．協力が得られた
対象者に，それぞれの地域においてグループインタビュー
を実施した．インタビューの内容は，日常の食事内容や
冷蔵庫等に常時保存している食品，食品の入手のための
行動，買い物のための交通手段，住民の健康に関わる生
活の特徴（食生活において行っていること，社会参加・
地域活動）等であった．インタビューは半構造化したグ
ループインタビューとし，調査者がファシリテーターと
なって進行した．インタビュー内容は，インタビュー対
象者の許可を得てICレコーダーに録音した．
　調査地域の社会経済的情報として，長崎県統計情報
ホームページ及びデータヘルス計画報告書に公表されて
いる統計データから情報を収集した．また，地理的情報
や交通に関連する情報は交通地図等により情報収集をし
た．産業や歴史文化に関する情報は，既存資料や対象市
町のホームページの概要等から収集した．インタビュー
から得られた情報と地域の社会経済的情報を統合して，
コミュニティ・アズ・パートナーモデルの考え方に基づ
いて分類整理し地域アセスメントを行った．地域アセス

表１．調査地域の人口および社会経済的情報

南島原市 松浦市 波佐見町

人口（人）a 42,195 21,416 14,335

世帯数（世帯）a 16,315  8,923  4,964

年齢 3 区分別
人口割合a（％）

0～ 14歳 11.2  12.3 13.8

15 ～ 64歳 47.9  50.0  53.8

65歳以上 40.8  37.7  32.2

地理的条件 島原半島の南端
北部は雲仙岳の山稜部を含み，
他の三方は海に面している．

県本土部の北端
北部は海岸線が入組んだ沿岸部
であり，他の三方は他市に接し
ている．5 つの有人離島を含む．

県の中央部
四方を山に囲まれた内陸部であ
り，県内で唯一海に面していな
い．

人口密度 248人／ km2 164人／ km2 256人／ km2

産業構成割合b

 （％）
第 1 次産業 25.0 14.4  5.0

第 2 次産業 20.2 27.3 38.5

第 3 次産業 54.8 58.3 56.5

主な産業 農業（野菜の畑作），漁業，林
業，加工業（手延べそうめん）

水産業（アジ・サバの漁獲），
畜産，松浦火力発電所・LPガ
ス貯蔵基地

窯業（波佐見焼），企業誘致
（キャノン等）

国民健康保険加入率b（％） 36.4 26.4 22.2

交通 鉄道ない，国道（57号，251号，
389号），路線バス運行

松浦鉄道，国道（204号），西九
州自動車道，高齢者用コミュニ
ティバスが運行．

鉄道ない，国道はなく，県道，
町道が整備されている，西九州
自動車道，小型コミュニティバ
ス（要予約）が運行．

a: 長崎県統計情報　https://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/kenseijoho/toukeijoho/index.htmlより（2020年10月 1 日現在）
b: 平成28年値（第 2 期データヘルス計画書より抜粋）
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メント内容を用い地域特性と食生活の現状から地域保健
活動計画との関連を表すモデル図を作成した．

 3 ．倫理的配慮
　インタビューの目的と方法，個人情報の保護，結果の
公表について紙面と口頭で説明を行い，インタビュー参
加の同意が得られた者から同意書を回収した．新型コロ
ナウイルス感染の予防に留意した会場設営を行い，机椅
子の消毒及び換気を確保して実施した．尚，本調査は，
東京大学医学部倫理委員会の承認（承認番号：11095-
（2）），および長崎大学大学院医歯薬学総合研究科保健学
系倫理委員会の承認（承認番号：21030404）を受けた．

結果
 1 ．調査地域の概要
　調査対象となった 3 地域の社会経済的特徴を表 1 に示
した．南島原市は，長崎県の南部にある島原半島の南端
に位置し，三方は海に面しており市の北側に雲仙岳の丘
陵地を含む地形である．海に面した気候は温暖で畑作農
業が盛んであり，併せて近海での漁業，林業といった
第 1 次産業に従事する人口が多い．市民の年齢 3 区分別
人口の構成割合は，65歳以上人口が40.8％と 3 地域中最
も高い．市内には鉄道がなく，国道が走っており路線バ
スが運行している．松浦市は，長崎県の本土部の北端に
位置しており，市の北部は玄界灘に面し海岸線が入組ん
だ地形をしており漁業が盛んである．また，火力発電所
やLPガスの貯蔵基地があり主たる産業となっている．
福島や鷹島など 5 つの有人離島がある．松浦鉄道が運行
されており，西九州自動車専用道路やバイパスが通って
いるため隣接する佐世保市や佐賀県とのアクセスは良い．
波佐見町は，長崎県のほぼ中央部に位置し四方を100 ～
500メートルの山々に囲まれている．傾斜地に山林が広
がり，小さな集落と田畑が点在している．江戸時代から
続く陶磁器「波佐見焼」に関わる窯業が盛んである．陶
磁器の製造業に加え，近年キャノンなどの大企業の工場
を誘致したことも影響し第 2 次産業に従事する人口割合
が高い．年少人口と生産年齢人口の割合が他の 2 市に比
べると高く，転入人口も多い．鉄道は運行していないが，
西九州自動車専用道路と製造業の輸送に関わる道路が整
備されている．

 2 ．それぞれの地域における食生活の特徴
　表 2 にそれぞれの地域でのキーインフォーマントグ
ループインタビューへの参加者を示した．インタビュー
は，対象地域に赴き，それぞれの地域で指定された施設
（JA施設，市役所，町役場）の会議室等において 1 時間
以内で実施した．インタビュー対象者は，南島原市は
JA女性部で活動している 8 人，松浦市は食生活改善推
進員 2 人，波佐見町は食生活改善推進員 3 人であった．
対象者の全員が現在の居住地で食生活に関わる地域活動

を行っている中高年の女性であった．
　インタビューの項目ごとにそれぞれの地域で語られた
内容を表 3 に示した．表には，できる限りインタビュー
内で語られた表現をそのまま用いて地域の食生活の実感
や状況を示した．
　いずれの地域でも日常の朝食では，ごはんとみそ汁と
いった和食が中心であり野菜を副食としていた．南島原
市では日常生活でよく食べる食品として，肉と魚の摂取
は同程度であり，最近インタビュー参加者の中で酢を
使った料理に人気があるとのことであった．JA女性部
では味噌の手づくりを15年間続けており，それを目当て
にJA女性部の活動に参加する人がいた．家庭菜園で野
菜を栽培しており，野菜や料理した惣菜を人にあげたり
もらったりすることが楽しみとなっていた．肉や魚は買
いに行くことが多く，大型スーパーに自家用車を運転し
て買い物に行っており，自家用車が「生活の足」であっ
た．
　松浦市では，魚を毎日摂取していることや焼き魚を食
べるといった魚食に関する話がきかれた．離島の友人等
から魚をもらうこともあり，それらの魚を調理して冷凍
庫に保存していた．また，地区の公民館等で体操教室な
どの地域活動が活発に行われており，参加者同士の食生
活に関わる情報交換の場となっていた．買い物には自分
で自家用車を運転して行き，近隣の高齢者などに声をか
けて同乗させることもある．
　波佐見町では，大根や胡瓜，生姜等の野菜で酢漬けな
どの常備菜を数種類つくり保存し，日常の食事の副菜と
して利用していた．食品の入手行動として家庭菜園で野
菜を栽培している人もいるが，直売所や宅配サービスも
利用し，町外まで自家用車で買い物に行くこともある．
また，インスタント食品の利用もある．波佐見町は「半
農半陶」の暮らしであり若い住民の活動もある．
　 3 地域に共通していたことでは，家庭菜園で野菜の栽
培をしており，意識的に野菜を多く摂取しようとしてお
り，買い物には自家用車を運転していて，友人や知人間
で食材や食品のやり取りがあるという点であった．

考察
　調査した 3 地域では，人口構造および産業構造が異
なっていた．地域の主な産業が，農業（南島原市），水
産業（松浦市），製造業（波佐見町）と異なっており，
それらが住民の食生活に影響を及ぼしていると考えられ
た．図 1 に地域特性と食生活の現状から地域の保健計画
やまちづくり対策へ関連することを示すモデル図を作成

表２．インタビュー参加者の概要

南島原市 松浦市 波佐見町

対象 JA女性部 食生活改善推進員 食生活改善推進員

人数 8 人 2 人 3 人
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した．このモデル図においては，地域特性や食生活の現
状が様々な対応を通して期待される効果につながり，そ
れらに対応する集団レベルの地域保健およびまちづくり
計画へ関連することを表している．農業地域である南島
原市では，農業で培われた技術が家庭菜園に活かされて
いた．漁業地域である松浦市は，水産業の従事者が多い
ことや離島があることで，住民の食生活に魚の摂取を容
易にしていると考えられた．波佐見町は，製造業に関連
した道路整備がなされていることに加え，若い人口が多
いことで販売所などの利用がしやすくなっていた．3 地

域ともに野菜を多く摂取するような食生活であったが，
波佐見町では野菜の酢漬けを常備菜として料理して保存
食として活用していた．その常備菜の作り方は食生活改
善推進員活動の調理教室で学んだものであった．南島原
市では，JA女性部の活動である味噌づくりが地域の食
に多く取り入れられていた．同県内であっても地域特性
に応じた食生活が営まれていることが示され，その食生
活には食を通した住民地域活動が役立っていると考えら
れた．
　先行研究では，関東地方の同じ市内であっても中山間

表３．それぞれの地域における食生活の特徴

南島原市 松浦市 波佐見町

日常の朝食 ごはん，みそ汁，芋類，納豆，
野菜，漬物，果物，ヨーグル
ト，牛乳，パン

ごはん，みそ汁，焼き魚，漬物，パン，
野菜，果物，ヨーグルト

ごはん，みそ汁，野菜の常備菜，野
菜入りうどん，野菜の汁物

家庭でよく食べる
食品

・肉と魚は半々の割合，やや
肉食が多い
・酢を使った料理が流行って
いる．

・魚は毎日食べる．焼き魚が多い．
・鍋物で野菜をたくさん食べている．

・肉の方が家族に好まれる．魚は週
に 2 ～ 3 回食べる．

冷蔵庫等に常時保
存している食品
（保存食）

牛乳，ヨーグルト，酢の物，
魚の南蛮漬け，漬物

魚をたくさんもらうので下処理して冷
凍庫で保存する．ひじき，切り干し大
根

野菜の酢漬け（大根やきゅうり，生
姜等）を常備菜として数種類つくっ
ている．

食品の入手行動 ・野菜は家庭菜園でつくる
（全員）．
・味噌は手づくり・肉や魚は
買いに行く．
・魚をもらうとすり身にして
人にあげることもある．
・漬物は自分で漬けたり，人
からもらったりする．
・惣菜の得意な人からもらっ
たりする．

・魚は島の人からたくさんもらう．お
返しに米やジュースをあげる．
・野菜はスーパーで買うものが決まっ
ている．家庭菜園でつくる野菜もあ
る．
・梅干し，らっきょうは手づくりす
る．
・鶏を飼って卵をとったり，鶏肉にし
たりする．

・家庭菜園で野菜をつくっている人
が多い．自分の家でできた野菜を
使う．
・大根をたくさん収穫できたら作っ
ていない人に配ってまわる．
・米やもち米も作っている．
・「どろんこ」という持ち寄りの直
売所があり魚はそこで買う．きれ
いで安い．
・生協を利用することもある．

（買物の交通手段） ・自家用車の運転で買い物す
る（全員）．以前は近くの
商店で買い物していたが，
今は大型スーパーに買いに
行くので車が「生活の足」
となっている．

・買ったものが重いので買い物は車で
行く．声かけあってお年寄りを車に
乗せたりすることがある．

・買い物には車でいく．日常の買い
物は町内だけれど，町外・県外ま
で買い物に行くこともある．

食生活において
行っていること

・塩分控えめ，薄味，酢を使
う
・毎食野菜を取り入れる．
・家族のためには食事をたく
さん作るけれど自分の食事
は簡単にすます．立って食
事することもある．

・野菜を多く摂っている．
・料理法や保存の仕方を体操教室の参
加者同士のおしゃべりで教え合って
いる．
・プロテインを飲んでいる．

・野菜を多く摂るようにしている．
・塩分を抑えるために酢を使った常
備菜を作っている．・塩分を控え
た漬物を作る
・夫の体調に合わせた料理をつくる．
・家族が好まないので惣菜はあまり
使わない．揚げ物も自宅で料理す
る．
・インスタントのみそ汁や麺類，カ
レーを時々利用することがある．

社会参加・地域活
動

・農協婦人部で行う味噌づく
りや伝統食の料理教室が楽
しみで参加している．
・野菜や料理した惣菜を人に
あげたりもらったりするの
が楽しみ．
・よそから引っ越してきた人
は自動車の免許を持たない
人もいるが，地元の人はほ
とんど免許をもっている．

・民生委員や食生活改善推進員の仕事
は頼まれてしている．後継する若い
人がいない．
・主婦の生活なので，民生委員や食改，
婦人会の仕事に出るのが楽しみ，息
抜きであった．自営業だと参加しや
すいが，勤めをしている人は参加し
にくい．
・自動車がないと生活が不便になる．
病院に行けなくなる．申請すれば無
料で老人バスを利用できる．70歳以
上は「おでかけ券」がもらえる．

・食改の料理教室で常備菜の作り方
を学んだ．
・若い人は家庭菜園をしていない．
・夜間に外出しにくいので運動の参
加はあまりできない．
・波佐見町は「半農半陶」．波佐見
町には町の活気を盛り上げている
若い人もいる．世代交代がある．
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地域，水田地域，漁村では献立に明確な違いが認められ，
まちづくり計画や地域計画の策定時には地域の特性に 

配慮した計画をたてることが重要であると報告されてい
る15）．健康日本21計画等，市町村単位での保健計画策定
および計画の実施は地域の特性や住民の生活実態を踏ま
えた上で推進することが必要であると考えられた．その
ためには，地域に密着して活動している食生活改善推進
員やJA女性部のような食を通した住民による地域活動
は重要な役割を果たすと考えられ，彼女らの経験知を保
健計画策定および計画の実施に取り入れることは重要で
ある．今回のインタビューで聞かれた「味噌づくり」や
「酢を使った常備菜」は，そのような地域活動において
作り方等の学習の機会があり，それがきっかけとなって
住民の食生活に活かされて地域に広がり，食文化を豊か
にすることにつながったと考える．食生活改善推進員活
動が地域づくりにつながったという報告16）もあり，食
を通した住民による地域活動が地域づくりや健康づくり
として地域保健事業に発展できる可能性があると考える．
住民参加型の食生活改善あるいは健康推進活動と行政の
保健計画の連動性を確保し，協働することが地域に根ざ
した継続性のある保健施策の実行に寄与すると考えられ
た．食の視点からヘルスプロモーションを考えた場合，
人口構造や疾病構造，生活様式，コミュニケーション手
段等の変化を視野に入れ，社会や環境の変革をも取り組
みながら人々の健康とQOLの向上をめざす必要がある17）．
住民の健康づくり政策化を考案する専門家として，地域
の人口構造や産業構造，交通状況，食品の入手に関わる

課題などの情報を収集し，適切なアセスメントを実施し
た上で住民や地域で活動しているキーパーソンと協働し
て地域保健事業を展開することが重要である．
　買い物のための交通手段については，インタビュー参
加者は中高年の年齢層であったが全員が自家用車を運転
していた．調査対象の 3 市町のように公共交通サービス
が不十分な地域では，「生活の足」となる交通手段を自
分自身で確保しなければ食品の入手が困難になるという
ことが示された．高齢者の買い物困難は買い物弱者とし
て社会的な支援の必要性が報告されている18-21）．高齢者
の自動車免許の返納などの交通対策は，高齢者の買い物
等の日常生活内での移動手段の確保とともに推進する必
要があると言える．一方，家庭菜園での野菜の栽培は，
自家消費用の野菜として利用されるだけではなく，近隣
の友人や知人との授受に活用されていた．家庭菜園で収
穫された野菜の授受により近隣での継続的な良い人間関
係を構築・保持するきっかけがうまれ，それが楽しみと
なるといった良い効果も示された．先行研究において，
家庭菜園で野菜を栽培している人はそうでない人に比べ
より野菜の摂取量が多いという報告もあった22）．交通の
不便さによって食品の入手が困難であるという不利条件
を抱えながらも，家庭菜園での野菜の栽培を促進し，そ
れが近隣との良い関係性の構築や維持につながっている
ことは，地理的には不利な条件に居住する地域住民のも
つポジティブ・デビアンスであると考えられる．
　本報告の内容は，キーインフォーマントインタビュー
で得られた内容からの考察であるため，今後は調査対象
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地域における住民の栄養調査を実施し，摂取栄養素との
関連について定量的な分析を進める必要がある．さらに，
食生活に関わる豊かな情報を得るためにインタビューを
含む定性的な情報を広く収集し，定量的な分析の結果と
統合して地域のもつ健康や食生活に関する課題を明らか
にする必要がある．

結論
　長崎県内の社会経済状況の特徴が異なる 3 地域におけ
る食生活に関するキーインフォーマントのグループイン
タビューの結果，住民の食生活には，その地域の地理的
条件，産業構造との関連がみられた．家庭菜園は，野菜
を栽培し自家用として利用する以外に近隣住民との授受
がなされ住民同士のつながりや楽しみの構築に役立って
いた．どの地域でも食品入手のための買い物には自家用
車での移動が必要であり高齢者への交通支援が必要と考
えられた．食を通した地域活動を行う住民の声や住民活
動を地域づくりおよび地域保健事業計画策定に取り入れ
ることは，地域特性に応じた保健計画の推進に有効であ
ると推察される．
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Abstract 

Objective: The aim of this study was to characterize dietary habits in three areas of Nagasaki Prefecture 

paying special attention to the local context.

Methods: We conducted semi-structured key-informant group interviews with residents who were 

familiar with the diet and lifestyles in Minami-Shimabara City, Matsuura City, and Hasami Town, 

Nagasaki Prefecture. 

Results: Demographic structure, geographical features and occupational structure were contrasting 

among the three study areas. We could speculate that local areas’ characteristics were associated with 

dietary habits such as consumption frequently of specific food items (e.g., fish). Vegetables grown in home 

gardens were not only self-consumed but also were gifted to neighbors, which probably contributed to 

maintain good relationships in a community. Most people needed to drive a car for shopping, which 

suggested the future needs of public transportation system that will enable shopping of very old people. 

Conclusion: Contrasting dietary habits were found in three areas of Nagasaki prefecture, which have 

probably formulated in relation to local conditions. It is important to develop the community health plan 

and/or the city plan that utilize the dietary habits and community activities through dietary habits.
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